
地域連携についての講演

講演① 名和田是彦氏 法政大学法学部 教授

「条例を活かして町会活動の新時代を」

（P１~６）

講演② 山田和男氏 新宿区町会連合会 副会長

北新宿二丁目町会 会長

「次世代へのタスキ～地域連携で未来へつなぐ

絆づくり～」

（P７~１５）

講演③ 御所窪和子氏 市谷台町町会 会長

「シン・共助のカタチ～地域一体で取り組む

未来に繋げる防災力向上～」

（P１６~２3）

新宿区未来につなぐ町会・自治会ささえあい条例シンポジウム資料
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次世代へのタスキ
～地域連携で未来へつなぐ絆づくり～

新宿区町会連合会 副会長

北新宿二丁目町会 会 長 山田 和男

新宿区の西部に位置し、
南は青梅街道、東は小滝橋通り、
西は神田川に囲まれた柏木地区。

柏木地区町会連合会は、
柏木区内で活動する
13の町会からなる連合会です。

1 西新宿六丁目町会 8 柏木三和会
2 西新宿七丁目町会 9 北新宿二丁目町会
3 西新宿八丁目町会 10 北新宿二丁目新和会
4 西新宿八丁目成子町会 11 北新宿三丁目町会
5 北新宿一丁目南町会 12 北新宿三丁目柏親会
6 北新宿一丁目仲町会 13 北新宿四丁目町会
7 北新宿蜀山町会

柏木地区の紹介

１
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２

柏木地区で６町会が連携して行なっているの
が、北新宿公園盆踊り大会です。

2025年は開催40回の節目を迎えます。

柏木地区の夏の風物詩として愛されており、
各町会で模擬店を出店しています。

当日は多くの地域住民が集い、世代を超えて
踊りの輪が広がる様子は大切に引き継がれて
いって欲しい光景のひとつです。

地域連携で行う北新宿公園盆踊り大会

３

北新宿公園盆踊り大会は、
6つの町会のほか、様々な地域団体等と
協力・連携しながら、運営しています。

柏木小学校
PTA

淀橋第四小学校
PTA

Ｅ．Ｔ．Ｆ．Ｃ
※淀橋第四小学校

PTA OB

近隣の
日本語学校

北新宿子ども
家庭支援センター

柏木地区
青少年育成委員会

ガールスカウト
東京第８団

新宿消防団
第４分団

6つの町会
・北新宿蜀山町会
・柏木三和会
・北新宿二丁目町会
・北新宿二丁目新和会
・北新宿三丁目町会
・北新宿三丁目柏親会

様々な地域団体等との協力・連携
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４

第39回の北新宿公園盆踊り大会では、
いつも警備と怪我の手当てなどを担当して
くださっている「新宿消防団第４分団」の
みなさんがオープニングに登場し、
自己紹介と活動のＰＲを行いました。

オープニングセレモニーでは

５

盆踊り大会当日は、自転車整理をはじめと
した会場整備を近隣の日本語学校に通う
外国人留学生に協力してもらっています。

また、会場整理の協力の合間には、
盆踊り大会にお客様として参加してもらい、
日本の夏の風物詩を楽しんでいただく
機会を創出し、イベントを通じて
多文化交流を図っています。

運営を支える地域団体
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地域連携で
課題解決へアプローチ

課題解決へのアプローチ

６

どの町会・自治会でも課題として上がるのが、
町会員の高齢化と後継者不足です。

こうした課題を解決するためには、
以下のようなアプローチが重要では
ないかと考えています。

イベント開催で
町会活動をPR

次世代へ

つなぐために

町会同士の

連携と情報共有
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７

イベント開催で町会活動をＰＲ

お祭りなどのイベントを開催すると
地域の子ども達やその保護者が来場して
くれるケースが多く、新たな住民の方と
顔見知りになる絶好の機会となります。

イベントをきっかけとして町会の存在や
活動を知ってもらい、町会加入につながる
のがとても理想的な流れかと思います。

一人でも多くの地域の方と顔見知りになる
ことが、町会加入への第一歩と信じて
定期的にイベントを開催することも重要な
手段の一つと考えます。

８

北新宿公園盆踊り大会では各町会が
模擬店を出店しています。

町会が出店する模擬店では、「チヂミ」
「焼きそば」「綿あめ」「くじ引き」など
各町会ごとに工夫を凝らしたメニューを
提供しています。

町会員はお揃いのＴシャツを着ており、
現場での一体感と町会ごとのカラーで
個性を感じるとともに、アピールにも
つながっています。

イベント開催で町会活動をＰＲ
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９

町会同士の情報共有

北新宿公園盆踊り大会のように複数の町会が
連携して行なっているイベント活動のほかに、
町会が独自で行なっている行事なども存在
します。

現在は他の町会の活動を知る機会が
少ないですがそれぞれの町会が年間を通して
・どんな活動を行なっているか
・どういった取り組みが効果的だったか
などの情報共有を行うことで、
より地域活動が活性化できると思います。

次世代へつなぐために

10

北新宿公園盆踊り大会では、町会だけではな
く、柏木小学校や淀橋第四小学校PTA、
PTAのOB（E.T.F.C）といった団体も出店
しており、次代を担う方々との関わりが
あります。

以前はPTA役員を経験した方が町会に加入し、
その後、町会役員になるという流れも少なく
ありませんでした。
地域活動の新たな担い手獲得のためにも
PTAの皆さんとの関わりは非常に大切である
と考えています。
学校やPTAの活動に積極的に関わることで、
町会活動への理解が広がる可能性もあります。
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町会活動で大切なことは

町会活動を行う上で大切だと思うのは
「当人達が楽しいと思ってやること」だと
思います。

どんなイベントでも、企画した当人たちが
楽しくないと、催し自体が盛り上がりませ
んし、次に繋がりません。

うまくいったイベントを振り返ると
企画段階から盛り上がっていたことが多い
と感じます。とにかく楽しくやることが
大切だと思います。

楽しいが一番大事

11
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未来へ向けた町会の在り方

今回の条例制定をきっかけに
生活様式の変化や価値観の多様化等により
町会を取り巻く環境が変化しているということ
を改めて認識しています。

これからの町会運営は現状に満足することなく、
自分たちが変わっていこう!という強い意識を
持って、新たな取り組みに挑戦していくことが
必要だと感じます。

次世代へつなぐタスキ

13

町会の恒例行事では運営スタッフが固定化
しやすいため、新たなメンバーが入った時に
「教えるより自分でやった方が早い」
と感じることや、実際にそういった声を
耳にすることがあります。

新たなメンバーが参加した時には、
ある程度の活動を次世代に任せることも
町会活性化の鍵だと感じます。

今までのやり方と違っていても、
そこはグッと堪えて、見守ることも大切です。
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ご清聴
ありがとうございました
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市谷台町町会 会⾧ 御所窪 和子
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	スライド 1: 地域連携についての講演

